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問1 次の文章の括弧に入る語句を答えよ。

大航海時代から、ヨーロッパにはインド産の手織りの綿織物が輸入されるようになり、人気商品になった。イ

ギリスでは、インド産の綿織物に対抗するため技術改良が進み、（　①　）機関で動く機械も使われるように

なった。これにより、綿織物は、工場で安く生産されるようになった。1825年には、（　①　）機関車による鉄道

が開通した。このような、工場での機械生産などの技術の向上による経済の仕組みの変化を（　②　）という。

( ①蒸気 ) ( ②産業革命 )

問2 イギリスは産業が急速に発達した結果、19世紀半ばには何と呼ばれるようになったか。

( 世界の工場 )

問3 下図は、19世紀のイギリス、インド、中国（清）間での貿易を表している。図のように、イギリスで生産された綿

織物は、アジアにも輸出された。図の貿易を何というか。 ( 三角貿易 )

問4 資本家が労働者を雇って、利益の拡大を目的に生産や販売を行う経済の仕組みを何というか。

( 資本主義 )

問5 資本家は、賃金をできるだけ下げようとし、不況の時には労働者を解雇した。これに対して、労働者は、労働

条件の改善を求めて団体を結成した。この団体を何というか。 ( 労働組合 )

問6 資本家は、女性や子どもも多く雇った。これはなぜか。

( 男性を雇うよりも賃金を安くできるから )

問7 労働者が働きに見合った賃金を受け取ることや、土地や工場などを公有にすることなど、貧富の差がない

社会の実現を目標とする思想を何というか。 ( 社会主義 )

問8 ドイツ出身で、エンゲルスともに資本論を著した人物は誰か。 ( マルクス )
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解答

イギリス

インド 中国

綿織物 銀

銀

アヘン

銀 茶・絹
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